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2012自治労県職労春闘の4つの柱

人員確保、労働条件改善、公正労働の確立、組合の組織拡大
欠員補充、メンタル対策の推進、臨任非常勤の処遇改善、新採用をはじめとした組合員拡大

人員確保の取組み
（１）考え方

○知事部局の職員数は年々削減され、近年は、事業削減等の積み上げの結果ではなく、「人員削減ありき」で削減が行われてきました。特に2010年度、2011年度の2年間で500名もの大量削減が行われています。

○このことが、過重労働の原因となり、多くの職場においてメンタルヘルス不全等の健康破壊を引き起こしているといわざるを得ません。

○春闘期は、2013年度採用人員確保を重点課題とし支部・協議会組織を有する、職業訓練指導員、児童相談所福祉職について、要求前進をめざします。

（２）闘争スケジュール

○第1段：配置・欠員把握（4月当初）⇒春闘交渉での採用要求（4月）⇒採用試験状況の確認

○第2段：組合アンケートで要求把握（6月上旬）⇒来年度要求職場討議（8月）⇒支部・協議会交渉（9月）⇒来年度要求確定（10月）⇒基本要求

公正労働の確立

　県に関わる仕事が、低賃金、不安定雇用、劣悪な労働条件の温床になることは許されません。公正労働を確立することは、県内の雇用を拡大し、労働者の消費を増やし、結果、税収拡大にもつながります。

（１）臨任・非常勤職員の賃金・労働条件改善

　　意欲も能力もある臨任・非常勤職員が雇止めされる事態は、本人にとって不幸なだけでなく、県にとっても損失です。50年も前の公務員制度ではなく、実態に即した制度に改善すべく取り組みます。

（２）公契約条例制定の推進

　○委託事業や入札契約を通し、従業員の適正な賃金・労働条件の

確保や県としての政策（環境・人権等）実現にも寄与します。

　○川崎市、相模原市で制定されており、都道府県で初の試みと

して、制定に向けて県民や議会の理解を得る取組みを開始する。

メンタルヘルス対策・労働条件改善
　これまでの大量の人員削減を原因とした過重労働により、メンタルヘルス不全が蔓延しています。人員確保闘争とともに、精神科医である産業医を中心とした対応チームづくりを求め、総合対策の実現をめざします。

組織拡大の取組み
　労使の約束事も県庁改革も人事制度も、労働組合の存在がなければ、おかしな方向に進んでしまうことが、この間の取組みでも明らかです。

賃金・労働条件はもとより、「やりがい」を持って働くために労働組合は不可欠です。

○新採用職員の加入促進に取り組みます。

○支部・協議会等と連携して、組合未加入者への呼びかけを強めます。

自治労県職労春季要求職場討議案①

※要求案は、今号から連載します。

Ⅴ　公正労働基準の確立について 

１　臨時的任用職員・非常勤職員・再任用職員について

（1） 行政補助員制度を抜本的に見直すこと。
（２）臨時的任用職員、非常勤職員について、一方的な雇い止めを行わないこと。
（３）一定の要件により、臨時的任用職員を正規職員とするよう、任用制度を抜本的に改革すること。

（４）「任期の定めのない短時間公務員制度」を創設し、恒常的な職に就く非常勤職員の雇用期間を一年未満とする不合理な取り扱いを改め、現行の非常勤職員を任用すること。

（５）臨時的任用職員について、次の雇用までの間の空白期間を無くすこと。

（６）均等待遇の原則により、臨時的任用職員、非常勤職員の給与・報酬を抜本的に改善すること。

（７）臨時的任用職員の勤務した月の社会保険料を事業主である県が負担できるよう、任用期間等を改善すること。

（８）休暇・職免制度を常勤職員と同様に改善すること。特に臨時的任用職員、非常勤職員の療養休暇の有給化を早期に行うこと。

（９）無給休暇であることを理由に、権利である療養休暇を取得することによって、加給が削減される現状を改善すること。

（10）再任用職員の年度内異動について、ルール化に向けての労使協議を行なうこと。

（11）非常勤職員に時間外勤務が生じた場合は、時間外勤務手当相当額を支給すること。

（12）通勤にかかる実額を支給すること。

（13）常勤職員の指定年齢健康診断、婦人科検診に相当する健康診断を実施すること

（14）健康管理センターを知事部局職員と同様に利用できるようにすること。

２　自治体最低賃金および公契約条例の制定

（１）自治体に雇用されるすべての労働者、地域公共サービス関連労働者を含めた労働者の最低賃金を、実額で月額161,600円　日額8,080円　時間額1,040円とすること。
（２）「安さ」のみを追求する競争入札から、公共サービスの質の向上や自治体政策実現に資する入札制度に改革するため、公正労働、雇用継続、障害者雇用、男女平等参画、環境への配慮、行政施策への協力実績等を踏まえた総合評価を落札条件とすること。
（３）自治体業務を代行・受託する法人・企業に関して自治体の公的責任を確保するために、入札の資格要件や委託契約の義務要件として、労働基準法、労働組合法、労働安全衛生法、パート労働法、男女雇用機会均等法、育児介護休業法、雇用保険法、社会保険法、労働者派遣法など労働法(指針を含む)の遵守する旨の公正労働のための条項と、環境・人権・男女平等など社会貢献指標を設けること。

（４）事業の完成保険、業務遂行にともなう第三者加害行為の賠償保険加入を義務付けること。

（５）公共サービス基本法の制定を受け、その趣旨を活かすため、川崎市、相模原市で成立した公契約条例にならい、その制定をはかること。

（６）労働基準法、労働安全衛生法等の違反や不当労働行為を行った法人・企業については、入札参加および委託契約から一定期間排除すること。

（７）指定管理者制度については、制度導入後、全国各地の該当職場において不安定雇用が顕在化し、住民サービスの低下が懸念される事態となっている。制度そのものの破綻は明白となっており、同制度の廃止を含めた抜本的な見直しを国に対して求めるとともに、県としても主体的に見直しを行うこと。

（８）指定管理者の選定については以下の点について遵守すること。

①　労働者の雇用の安定の意味からも、現在の指定管理者に特に問題がない場合は指定を継続できるようにし、経済効率のみを追求した選定は行わないこと。

②　指定管理の要件として、雇用責任と事業の運営責任の履行の観点から、正規職員の適正な配置と、年金・健康保険・労働保険の加入、労働関係法の遵守を要件とし、同様の内容を選定後に指定管理者との間で締結する協定に明記すること。

③　事業の履行保障として第三者加害行為の損害賠償保険の加入、労働安全衛生委員会の設置を義務付けること。

④　これらの要件に必要な費用を、発注者として指定管理費に適正に算入し指定管理者から提出される収支計画が低価格での競争となる誘導をしないこと。

⑤　人件費の積算にあたっては、熟練者、有資格者の確保の観点から長期の勤続が可能となるように積算すること。
（９）人件費積算にあたっては、公正労働基準を確立するため、ILO94号条約(公契約における労働条項)の趣旨を活かし、これまで従事していた職員や同一地域の同様な職種の平均賃金を下回らない積算をすること。また、委託費のなかで自治体最低賃金を最低保証するとともに、仕様書、委託契約において明記し、履行を確保すること。

（10）労務提供型請負（業務委託）については、人件費の占める割合が極めて大きいことを踏まえて、適正な労働基準が確保できるように、入札・落札は総合評価を基本として「最低制限価格制度」「低入札価格調査制度」を導入すること。

（11）公社・事業団などの統廃合や指定管理者制度導入により、雇用に重大な影響が生じる場合は、雇用安定をはかるため、法人を主導的に設置した行政が責任を持って自治体もしくは自治体関連事業において雇用を確保すること。

（12）競争入札によって委託企業が変わる場合は、これまで従事してきた労働者の「雇用保障」や「優先雇用」の観点から、行政が主導して関係法人・企業団体、労働組合・労働者間で協約・確認書を締結すること。さらに、公共サービスの維持・発展をはかるために、雇用の引継ぎとともに、賃金、労働条件、勤続年数、労働協約、労働慣行の継続をはかること。また、一方的な仕様書の変更など自治体の優越的地位を濫用しないこと。
神奈川二者共闘

（県公務労協・県交通運輸労協）
春闘総決起集会
○日　時　　3月13日（火）18時～

○会　場　　反町公園（JR東神奈川駅近く）

連合春闘中央集会

○日　時　　3月6日（火）18時30分～

○会　場　　東京・日比谷公会堂

さようなら原発

1000万人署名

集約集会

○日　時　3月24日（土）13時30分～

○会　場　　東京・日比谷野外音楽堂

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































